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その土地の気候や風土が育んだ食材、食習慣、伝統、歴史などを通じて「食文化」を体験・享受することを目的とした観光である。単なる飲食にとどまらず、地域の暮らしや文

化、自然とのつながりを深く理解する旅の形として注目されている。観光庁はこの分野を、インバウンド誘客や地方創生の有力な手段と位置づけ、地域資源を活かした高付加価値な
食体験の創出を支援している。地域の農業・漁業・飲食業・宿泊業など多様な関係者が連携し、経済波及効果を地域全体に広げることが期待されている。

●ガストロノミーツーリズムとは

1.背景と目的

地域課題 本事業の目的

若者（学生）の視点を取り入れた「新コース」の造成

「座学」だけでなく、実際に「ガイド」を行うことによる実践的人材育成

「食（ガストロノミー）」と「観光」を掛け合わせた高付加価値化

別府観光の魅力である「まちあるきガイド」の
高齢化と後継者不足


